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 本日の聖書箇所である、エフェソの信徒への手紙は、使徒パウロが第 2 回伝道旅行の最後に、ギリシャのコリント

からエーゲ海を渡って、訪ねた開拓先である小アジアのエフェソで立てた教会の信徒に書き送った手紙です。このエ

フェソはギリシャ人の植民都市として建設され、パウロの時代にはアジア州最大の港町として栄えていました。「万

物は流転する」という言葉で知られる哲学者のヘラクレイトスは、このエフェソの出身でありました。パウロは、こ

のエフェソの町に足かけ 3 年ほど滞在し、キリストの福音を宣べ伝えました。ちなみに、このエフェソで獄に入れら

れたと見られています。 

 本日の箇所で、パウロは教会の一致と信仰者の成長をテーマとして掲げ、エフェソの信徒たちにそのために何をす

ればよいかを説いています。どうすれば、教会員一人一人の個性や賜物が神の教会を立てるために最善に用いられる

かということを、説いているのです。その際に大切なことは、信徒一人一人にキリストの賜物が与えられているとい

うことです。かつて神戸の教会で礼拝の後の時間を使って、信徒研修会をおこなったことがありました。テーマは

「スチュワードシップについて」であります。このスチュワードシップとは「神の賜物のよき管理者となること」と

いうくらいの意味です。かつて、飛行機の乗組員の女性が「スチュワーデス」と呼ばれていた時代がありました。飛

行機に乗り込んでくる乗客の命の「良き管理者」となることがその職務であるということです。私が発題者となっ

て、聖書の御言葉(みことば)から説き明かしたのですが、そのあとの分団で、一人の教会員の方から次のような感想

が出ました。「先ほどの発題で、木村先生はタラントとはひとつの能力、すなわち何かができる力、他人にはない優

れた才能のことを指しているかのように言われたが、私は反対の見方もできると思う。つまり、何もできないこと、

取り立てて人より優れた才能など、自分にはないという人でも、共に集う教会の群に集められていること自体、十分

に価値があることではないか。何かができないということも、神さまから与えられたタラントではないか」と。本当

に素晴らしい意見ですね。聖書の神は愛の神です。ご自身が造られた人間は神の作品であると、この手紙の 2 章には

書かれています（エフェソ 2：10）。神さまの側に目的があったから、神さまは私たちを創造されたのでしょう。一

人一人に賜物が与えられている。もっと言えば、存在そのものが賜物である、というこの方のご指摘を私は今でも忘

れることができないのです。 

 本日の箇所 10 節で、パウロは地上に人となって来られた神の御子キリストは、すべての人を満たすために天に昇

られたと述べます。確かに、私たちの教会の主であるイエスというお方は、人間の姿を取って地上にお生まれにな

り、十字架につけられ、死んで墓に葬られました。しかし、その三日後に、主は墓を打ち破って、弟子たちの前に姿

を現わして下さり、さらに 40 日にわたって弟子たちを導いてくださった。そして天に昇られたのであります。生前

の肉の姿で地上におられた時には、キリストは、一つの時間、一つの場所でしかお働きになれませんでした。しか

し、天にあげられ、霊の体になることで、キリストは世界中どこでも、いつでもご自身を現わすことができるように

なられたのです。しかも、大切なことは天に上げられたキリストと、地上を歩まれたあのナザレのイエスとは、全く

同じであるということです。主は天上に上げられた今も、すべての人を愛し、罪人を赦し、悲しんでいる人を慰め、

悩み・苦しみの中にある人を助けてくださるのです。 

 教会とは何でしょうか。それは、キリストを頭
かしら

とし、主として信じる人たちが、主が来られる時に至るまでキリ

ストの愛を人々に伝えてゆくところです。さらに、教会とは、その神の愛を喜び、共感し合う、分かち合うことで、

私たちが、その神の愛を行う人になるように成長させていただく場所です。パウロは本日の 16 節で「むしろ、愛に

根差して真理を語り、あらゆる面で頭であるキリストに向かって成長していきます」と述べます。その際に、一人一

人の成長のバロメーター、成長を測るモノサシは何でしょうか。それは、私たちが、相手の気持ちが分かる、相手の

立場を思い、その痛みが分かる人間になるということではないかと思うのです。生まれも育ちも価値観も違う者同士

が、教会に集ってきます。そうして、「キリストの体」である教会を形成します。体ですから、そこから離れて私た

ちは成長することができません。現代は、個人主義の時代であって、家庭でも社会でも個人の主体的な意志が尊重さ

れるようになってきました。しかし、神さまは人間を一匹狼として生きるように造られてはいません。そうではな

く、不完全な者であっても、お互いを受け入れ、赦し合い、愛による結びつきによって生きるように造られているの

です。教会とは建物のことではありません。パウロの時代、ローマ帝国の支配下にあった地中海世界では、教会堂を 

立てることは認められていませんでした。会堂はひとつもなかったのです。にもかかわらず、キリスト教信仰は帝国

の各地で広まり、信徒の数が増えていきました。やがて紀元 4 世紀の末には、キリスト教がローマの国教として採用



されるようになったのです。家の教会と呼ばれた信徒の家庭を拠点にした集まり、礼拝の民の増加がその背景にあり

ました。一人一人の信徒の伝道が、「キリストの体」を成長させ、その人数が増し加えられたのです。その意味で、

実は私たち一人一人が教会なのです。 

 私は、昔あるクリスチャン女性が書いた証しをある本で読んだことがあります。彼女は中学、高校と、バスケット

ボールの選手として活躍していた人でした。ところが、学生時代にはしかにかかってしまいました。それまでは健康

でしたが、はしかにかかってからは体重が落ち、ボールをもって走ることさえ困難になりました。そのうち、体が衰

弱し、骨がくっきりと見えるほど、痩せ衰えていったというのです。そこで病院に行って精密検査をしてもらったと

ころ、膵臓の機能が低下していることが分かりました。膵臓ってみなさんご存じですか？みぞおちとおへその間の高

さにあり、胃の裏側に横たわるように位置している 20 ㎝弱の臓器です。この臓器は「膵液」という消化液を分泌す

るとともに、名種類かのホルモンを分泌して血液中の血糖値を一定に保つという働きをするそうです。膵臓から分泌

される消化液、膵液はアルカリ性で、この膵液には、タンパク質、炭水化物、脂肪など食物の成分の大部分を分解す

る消化酵素が含まれています。しかも胃液の酸を中和して、次の消化器である小腸が消化しやすい状態にして、こな

れた食べものを送り込むという役割を果たすといいます。この膵臓の機能低下が、衰弱の原因であることがわかりま

した。そこで、彼女はインシュリン投与の治療を始めます。すると、膵臓の機能が回復するとともに、体のほかの機 

能も回復していって、体全体が彼女をサポートしようとしてくれていることが分かったというのです。弱った膵臓を

助けようとして、肝臓も腎臓も胃や腸や心臓までも協力してくれました。おかげで、彼女は少しずつ健康を取り戻し

ました。彼女は、この時の体験をもとに、からだのすべての器官はそれぞれ単独にあるのではなく、他のすべての器

官の助けとなって働いている、ということを、身をもって実感したといいます。彼女はこう言います。「私たちは、

ひとりで存在するのではなく、本当はお互いのものなのだと本当に理解している教会が、いかに少ないことか」と。

体の中の器官が、互いにそっぽを向いていがみ合っていたら、体全体がやがて衰弱してゆきます。教会もこれと同じ

だと彼女は言うのです。 

 さて、パウロは本日の 11 節で教会における奉仕の働きについて具体的な職務を挙げながら語ります。11 節を読み

ます。「そしてある人を使徒、ある人を預言者、ある人を福音宣教者、ある人を牧者、教師とされたのです」不思議

なことに、ここでの奉仕者はすべてみ言葉に仕える働きをする者に限定されています。パウロのほかの手紙を読む

と、一人一人の賜物はさまざまであり、癒しの賜物や、施しをする者、管理をする者、援助する者、異言を語る者な

ど多様な働きが紹介されています。それなのに、なぜここではみ言葉への奉仕者だけが挙げられているのでしょう

か。そこには、エフェソ教会が置かれている特別な状況がありました。エフェソの町は、ギリシャ圏でも最も偶像礼

拝が盛んな町で、ここにはアルテミスという女神を祀る神殿があり、その周りには大勢の神殿娼婦たちがたむろして

いました。人々は偶像礼拝と異教の文化にどっぷりと浸っていました。しかも、キリスト教信仰とは異なる思想や哲

学も人々の間で浸透していたのです。そのように、偶像礼拝がはびこり、道徳的にも乱れていた異教社会にあって、

正しく教会を立てるためには、御言葉(みことば)によって人々を導くしかなかったのです。 

 エフェソの教会に信徒として加わった人たちは、異教社会の習慣や文化をそのまま引き継いで教会に加わりまし

た。彼らは、イエス・キリストが彼らの心に平安を与えてくださったという経験以外に、キリスト教については全く

無知でした。それゆえ、教会の教師たちは新しい信徒に、キリスト教信仰の教理を正しく、純粋なかたちで教えなけ

ればいけませんでした。現代のわが国でも、「宗教は怖い」と考える人が少なくないように思われます。それは、し

ばしば宗教が人を誤った方向に導き、時に人を「洗脳する」危険があると考えられているからです。そのような中

で、教師になるためには専門的な学びが必要とされます。同じように、パウロの時代も、教会で御言葉(みことば)を

もって正しく人々を導く教師の働きが大切だと考えられていたのです。私は、ひとつの宗教が本物か偽物かを見分け

る重要な基準は、指導者、教師（牧師）の生活が質素であるかどうかが大きな目安になると考えています。その点

で、日本バプテスト連盟の教役者の皆さんは、おしなべて質素な生活をされています。（どうぞご安心ください。） 

 パウロは、教会を立てあげるために必要な事柄を三つあげています。それを確認して、メッセージを終えることに

します。その第一は、神の御子に関する信仰と知識の一致です。教会は三位一体の神を信じる信仰とそれを知る知識

において一致しなければなりません。その第二は、未熟な子どもではなく大人になるということです。大人になると

は正しい判断をするということです。赤ちゃんは食べ物の見分けがつかず、何でも口に入れてしまいます。しかし、

やがて食べ物とそうでないものを見分けるようになります。私たちも、正しい判断ができる者になりましょう。そし

て、第三はキリストの満ち溢れる豊かさへと成長するということです。私たちはまだまだ成長の余地があります。す

べての人を愛する愛においてまだまだ足りていません。物事の本質を見分ける力において足りていません。御言葉

(みことば)の前にへりくだることにおいて足りていません。新しい年度を迎えるに当たり、「主よ、どうぞ私たちを

成長させてください」と祈りたいのであります。 

 

お祈りいたします。 


